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polaron から polaron pair に移行し，最終的に後者によって伝導度が 80-100 S cm-1 まで
増加し得ること，さらにそれぞれのキャリア種の電荷移動度を前者が 2 x 10 -3，後者が
0.6 cm2  V -1 s -1 と分離定量できることを指摘している。  
第 4 章では Covalent Organic Framework (COF)に対してマイクロ波伝導度測定法を適





















  2．この測定法を用いて代表的な有機半導体である DNTT と C8-BTBT を評価し，どち








  4．この手法を用いて，ヨウ素ドープにより Poly-(3-hexylthiophene)(P3HT)中のキャリ
ア種のスピン状態，電荷輸送特性の変化を多角的に評価し，そのキャリア種がスピン緩
和時間の短縮を伴いながら常磁性の polaron から反強磁性の polaron pair へと転移するこ
と，ならびにそれぞれの移動度を前者が 2 x 10 -3，後者が 0.6 cm2  V -1  s -1 と分離して定量
することに成功している。  
  5．Conjugated Organic Framework(COF)はその多孔性から，水素生成あるいは空間制
限された有機合成などの特殊な反応場や，分子を制限された空間に閉じ込める足場とし
て，あるいは高感度センシングやガス吸着など様々な分野で注目されている。本論文中
では 2 種類の新規 COF 化合物 (N-AntPy と C-AntPy)のヨウ素ドープに対する応答性が評
価されている。特にこれらは π 共役の発達した pyrene， anthracene を基本骨格として同
時に含んでいるにもかかわらず，リンカー構造が異なることに起因して C-AntPy ではド





（続紙 ２ ） 
 
氏 名 筒 井 祐 介 
 
本論文は，確立されたマイクロ波分光測定法が有機半導体のさまざまな電子的特性の
迅速，多角的，精確な評価に有効であることをしめすものであり，学術上，実際上寄与
するところが少なくない。よって，本論文は博士（工学）の学位論文として価値あるも
のと認める。また，平成３０年２月２２日，論文内容とそれに関連した事項について試
問を行って，申請者が博士後期課程学位取得基準を満たしていることを確認し，合格と
認めた。  
なお，本論文は，京都大学学位規程第１４条第２項に該当するものと判断し，公表  
に際しては当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすることを認める。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
